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授業者の栁原智樹先生は、単元「アフリカ州」を構想するにあたり、学習指導要領を確認し、取り上げる地球

的課題を、経済支援に関わる課題としました。そして、単元を貫く学習問題を「アフリカ州が持続可能な発展を
するためにどのような支援が必要なのだろう」と設定し、子供たちが、既習内容と資料から読み取ったことを関
連付けて、自分なりの考えをもてるようにしました。

キラリ☆輝く先生方の実践 ～社会・算数～

授業の始め、Ａ生は、前単元「アジア州」での学習内容を想起し、「経済特区」を設けることを考えました。
続けて、栁原先生が提示した資料「貿易主要品目」を見て、経済発展をするためには、特定の産物の輸出に頼らない
ことが必要だと考えたＡ生は、さらに既習内容をたどりました。そして、ASEANのように地域内の国の連携によっ
て、関税をかけない貿易をしていることや、アジアNIESに着目します。Ａ生が経済特区などの「国」の取組から、国
同士が協調してASEANをつくるなど、「州」の取組へと視野を広げることができた背景には、栁原先生による、教材
化の研究や、子供の気付きが生まれる資料の提示があります。

今の問題点
参考になりそうな
外国の発展の仕方

Ａ生の授業導入時の考え（端末画面）
（自国での対策に目を向けている）

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

【 社会 ～教材化の研究～】 小谷村立小谷中学校（１学年）

【 算数 ～授業がもっとよくなる３観点 （ ねらい・めりはり・見とどけ ） の視点～ 】 松本市立波田小学校（３学年）

（「貿易主要品目」を見て）経済を
よくするためには、貿易をうま
くいくようにすることが必要か
もしれない

栁原先生が提示した資料

資料をもとに考えるＡ生

Ａ生の授業終末時の考え（端末画面）
（他国との協調にも目を向けている）

啓林館わくわく算数３年「間の数」では「一列に並んだ集合数（○人）」と「二人の位置を表す順序数（□番
目）」から「間の数（△人）」の求め方を考えます。授業者の岩﨑日南先生は「子供が主体的に考え、対話を通
して課題を解決していく授業にしたい」と願い、「文章だけでは把握しづらい数量関係を図にかいて考える場
面」、そして「図を使って自分の考えを友へ伝える場面」が生まれるよう、授業を構想しました。

各自が図に自分の言葉を添えて考えを表し、【問題】を解決した後、数量関係が変わった練習問題で、Ａ児は
「前から６番目や後ろから４番目は、間の数には入らない。だから、6＋4＝10で、12-10＝2」と、図や言葉で補
いながら式で求める方法を友へ伝えていました。そんなＡ児の姿と、多くの子供が図を使って数量関係を把握し、
自分なりの言葉で説明できていることを捉えた岩﨑先生は、式を用いたＡ児の考えを全体で共有することが本時
に働かせたい数学的な見方・考え方をより豊かにすると考え、何人かの説明の後に、Ａ児に説明を促しました。
さらに、Ａ児の説明だけでは納得できていない子供がいることを捉えた岩﨑先生は、Ａ児の考えを聞いて自分の
説明に式を付け足していたＫ児に説明の補足を促しました。それにより、最初は納得できていなかった子供も、
自身が表した図とＡ児の表した式の意味がつながりました。そして、子供たちは、その後の発展課題(間の数を
求める問題づくり)へ意欲的な姿を見せました。
「追究への見通しをもつことができたか」「どのような数学的な見方・考え方を働かせて追究しているか」等、
授業の終末に限らない展開場面での「見とどけ」を意識し、柔軟かつ的確な子供への支援につなげましょう。

①見通しと めあて
②自分なりの図や言葉で、
考えを表す様子

④共同追究
で級友へ自
分の考えを
伝えるA児

⑤A児の説明を補足するK児

③間の数を式で求める方法について、
図や言葉で補いながら友へ伝えるA児

【問題】15人が１列に並んでいます。あゆみさんは前から５番目、
ゆうとさんは後ろから４番目です。２人の間には何人いますか。
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